
タバコは人々の健康を害する事は明らかで、喫煙を長期

間続けていると何らかの病気になる確率が高くなります。そう

して発病した人たちは病院で治療を受ける事になります。す

るとそれにかかる治療費が発生します。左のグラフはそんな

費用の全国総額を表しています。タバコが原因の病気はた

くさんありますが、例えばガンの治療に７１００億円がかかっ

ているほか、心筋梗塞や脳卒中などの喫煙者の医療費総

額は１兆１７００億円になります。さらに自分ではタバコを吸

わないのに受動喫煙で病気になった人の治療費を合わせ

るとタバコが原因の医療費は１兆４９００億円にのぼります。 

そして、タバコが原因の火災損失額や介護費用などをあ

わせると左下のグラフにあるように損失総額は２兆５００億円

にもなるのです。 

 

さて、ここで前回紹介したタバコ税の事を思い出して下さ

い。国全体でタバコの税収は約２兆円でしたね。という事は

タバコによる収入より支出が大きいわけです。つまりタバコ税

による経済効果と損失を天秤にかければ下図のように損失が

重くなっているのです。 

いかかですか、タバコは必要でしょうか。 
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